

  
    
  




    
        この本はBCCKSで発行された

        『池袋ゴースト』

        著　　者：あうる

        発　　行：委員会

        のEPUB版です。


        EPUB版は、BCCKSの紙面とレイアウトや表示が異なります。

        BCCKS版の閲覧は、以下のURLをご覧ください。

        http://bccks.jp/bcck/182122/info
        
        


    

    
        
    

    
        Powered by BCCKS
    


    



                        ───────────────────────




池袋ゴースト
あうる
委員会


───────────────────────
            


池袋ゴースト　　　原案　いしくらひらき
2026年８月21〜23日　あうるすぽっと上演

各幕
アジャパー
板垣征四郎
トニー谷
仕込み前　
バラシ
心霊写真
劇場再建
歌舞伎の稽古　　（副案　ウェストサイドストーリー）
美空ひばり
藤中松雄一等兵
蘇る記憶、テルの場合
幸枝交信　東條英機　
　波江 元吉（なみえ もとよし）豊島区出身の鳥学者　
エンディング

◯登場人物
４名の記憶喪失者の幽霊
澄子（　50　代）　テル（　50　代）　
守男（　30　代）　久保（　50　代の男）
絞首刑の軍人　板垣征四郎　東條英機　藤中松雄
トニー谷
以下　生きた人間
サキ：　20　歳代の女性
劇場スタッフ　直樹　タケ　アオイ　ケンジ　タツヤ
幸枝（　60代）イタコ
野間宗一郎　劇場再建者
野間明子　宗一郎の妻　　
宗一郎の秘書
池工担当者
紀子　心霊写真マニア
波江 元吉（なみえ もとよし）豊島区出身の鳥学者
喜久雄（きくお）：任侠の家から歌舞伎の世界に入った才能あふれる若手。
俊介（しゅんすけ）：歌舞伎の名門・花井家の御曹司で喜久雄のライバル。
半二郎（はんじろう）：喜久雄と俊介の師匠。上方歌舞伎の看板役者であり、俊介の父。厳格だが情に厚い。


◯アジャパー

（舞台中央に、４人の人影が見える。）
久保 「さて、今宵も記憶探しの連想ゲームじゃ。芸人関連で『あ』と言えば？」
澄子 「アジャパー！」
テル 「古い！　それ、伴淳三郎でしょ？」
澄子 「えっ、知ってるの？」
テル 「まったく……昭和のギャグは奥が深いね」
久保「アジャジャーは山形の方言であれまあ。
　　　パーはクルクルパーの意味だね。」
澄子「あ〜あなたも古いわね」
久保「なぜ？　アジャパーじゃ？」
澄子「思い出したの。この劇場で伴淳三郎さんの劇を見たのよ」
久保「たしかに吃七捕物帖を上演したな？　
　　　伴淳三郎のそのアジャパーをする時のポーズわかる」
テル「もちろん。こうでしょう？　アジャパー！！」
守男「そんなのあったんですね。ぼくなら、あっと驚く為五郎かな？」
テル「ああ　ゲバゲバだ？」
澄子「みんな流行語は思い出しても、自分の姓名がでてこないとは」
久保　「次は　『い』だな」
テル「次は私の番ね。……そうね、　いまは、山中　いまは浜　と歌いながら
　　　　『い』で始まる言葉・・・・いいのがでてこない」

久保「『い』か！　よし、俺は分かるぞ。『い』と言えば……」
守男「ええと……？」
テル「あ〜でない。『い』と言えば……」

（その時、男が煤けた姿で、にゅーっと滑るように舞台に現れる。）
男　「ぼくの名前は『い』ではじまる名前だよ。」
（全員が固まり、顔を見合わせる）
澄子「え、あなた……突然なんですか？」
久保「連想ゲームに参加したいのかい？」
テル「あんた、誰？　あんたコメディアン？」
男　「名前は……板垣征四郎って言うんだ。」
守男「知らない！！。」
澄子「私も……ごめんなさい。誰か知ってる人？」
男　「そうか、残念だね。」
久保「そんなに残念がることか！」
澄子「有名人なの？」
男　「そうだな。この近くで、絞首刑で死んだんだ。」
一同　「.・・・」
男　「サンシャインのスタジオアルパあたり……昔死刑台があってさ。」
（男は、足元の床の一点を指さす。）
男 　「そこで、絞首刑で死んだんだ。」
テル 「 ……なぜ。 なぜ、あなたは絞首刑にされたの？」
男 　「ぼくはね……日本の陸軍大将で　国際的な罪を問われたからだ。」
守男 「 国際的な罪……？」
男 　「この場所は、かつて極東国際軍事裁判という名の、大きな裁きの場だった。 ぼくは、平和に対する罪、そして通例の戦争犯罪。そういったものに問われた。 具体的には、国と国との戦、侵略戦争を計画・遂行し、その過程で起きた残虐行為の責任を負う者として、法の下で判決を受けたのだ。」
久保 「戦争……法廷……。この劇場は、そんな恐ろしい歴史の上に建っていたの　　　か……。」
澄子 「 あなたの言う「平和に対する罪」と、私たちの「個人の死」…… 違うはず　　　の記憶が、この「絞首台の跡地」で繋がっている。」
男　 「 ……その通りだよ。 この地でいたという共有がある限り、忘却は許されな　　　い。 君たちが思い出すべきは、ぼくたちの判決ではない。
　　　 君たち自身の、最後の瞬間に、誰が君たちのロープを引いたか、だ。」
暗転

◯トニー谷

（久保、澄子、守男、テルの４名の幽霊が、再び連想ゲームを始めている。板倉誠士郎の乱入で頓挫したため、仕切り直しの空気が漂っている。）
澄子「 さあ、今度こそ、「い」よ！」
テル「 い！　いはイヤミ！」
守男「いやみ　か。って、イヤミ！？　 おそ松くんのあの人か！」
テル 「そうよ、あのシェーの人！　 
　　　知ってる？　 
　　　あれって、元ネタは、あのトニー谷さんがモデルだって言われてるの。」
澄子「 トニー谷？　 あのそろばんを鳴らす……？」
久保「イヤミ、トニー谷……なんだか、すごく嫌な予感がするね。」
澄子「 や、やめてよ！ また変なのが出てきたらどうする！ 勘弁してほしい！」
（その時、舞台の奥、または上手（かみて）から、一人の幽霊がスッと現れる。その幽霊は、ちょび髭にチェックの背広のような派手な服装で、そろばんを手に持っている。）
トニー谷　「お呼びザンスか？」
（４名の幽霊たちは、ギョッとしたように動きを止める。テルは、トニー谷の持っているそろばんを見て、興奮したように一歩前に出る。）
テル「 あーっ！　 トニー谷さん！」
トニー谷「そうザンス。よくご存知で。」
テル「 な、なんでいらしたの？」
トニー谷「 なぜだか　わかりません。ただ、呼ばれたような気がして、
　　　ふらふらと……。これもまた、ケチがつきましてね。」
久保「ケチですか？」
トニー谷 （そろばんをジャラリと鳴らして）
　 「関係がないからこそ、ケチがつくザンス。
　　つまり、ひやかしってワケザンスね！」
テル  「あの、せっかくなら！　 そろばんで歌ってよ！」
トニー谷　「 ほほう、ダンスザンスね！ よろしい、歌いましょう。
　　　銭は持たないワタシザンスが、芸ならあります。
　　　　……よおーし、ジャラリとやりますか！」
（トニー谷は、そろばんを構え、リズムを取りながら、あの有名な節回しで歌い始める）
トニー谷 「 結構　毛だらけ　猫　はいだらけ……」

（トニー谷の歌に合わせて、４名の幽霊たち（久保、澄子、守男、テル）は、　その軽快さに乗せられて、つられて踊りだしたり、笑い出したりする。）


◯仕込み前１

場面：某劇場・舞台上
登場人物：
直樹：　20　代。舞台美術のスタッフ。
タケ：　40　代。劇場のベテラン裏方。
[午前　10　時。公演初日の仕込み開始直前。舞台上のバミリ（位置を示すテープ）を貼っているタケと、大道具をチェックしている直樹。舞台はまだ殺風景な状態。]

タケ「おい、直樹。顔色が悪いぞ。
　　　まさか、おまえ昨日の夜更かしが響いてるんじゃないだろうな？」　
直樹「あ、タケさん。違います。
　　　今日、駅からの道でちょっと変なことがあって…。」
タケ「おまえ、駅から来たのか？　 車じゃなくて。」
直樹「はい、東池袋駅から、あの直結通路を通って。それが…。」
タケ「東池袋の地下通路か。それで？」　
直樹「あの通路、いつも長く感じるって言いましたよね。
　　　　でも今朝は、やたらと寒かったんです。」
タケ「地下は地上より涼しいだろ。」
直樹「いや、そういうのじゃなくて。通路のちょうど真ん中あたりで、急に空　　　　気がキン！　って冷たくなったんです。本当に一瞬だけ。そして、妙に　　　　湿った土の匂いがした。」
タケ「土の匂い？」　
直樹「はい。このビルの地下には巨大な変電所があるとか、色々聞きますけ　　　　　ど、まるで　「土の下」　にいるような。
　　　それに、その時、壁の照明がチカチカって点滅して…。
タケ「…おまえ、そこで何を見た。」
直樹「見てないです。誰もいなかった。ただ、その冷たい空気に包まれた瞬　　　　　間、何かに道を譲ったような気がしたんです。
タケ「道を譲った…ね。」
直樹「あの通路、サンシャインが建つ前は、処刑された人たちの遺体を運ぶた　　　　めの道に使われていた、なんて噂を聞いたことがあるんですけど。
タケ「それは、言いすぎだ。そんなものは無い。」
直樹「でも、タケさん。もし、その　「地下の道」が今も残っていて、
　　　　彼らが地上に出る時だけ、あの直結通路に　重なるとしたら？　
タケ「…このビルを建てた連中は、この土地の過去を必死で封印しようとし　　　　　た。地下を埋め尽くすようにコンクリートで固めて、巨大な施設を被せ　　　　て、空に伸ばして、「見えないフタ」　をしたんだ。
直樹「そのフタに、時々、ひびが入る。それが、あの寒気なんですか？」　
タケ「チッ。（舌打ち）…いいか、直樹。この劇場は、地上にある。
　　　　この舞台も、この客席も、光の中にある。
　　　　俺たちがここで芝居を打つのは、あの土地に、人の賑わいと物語の光　　　　　をぶつけてやるためだ。
直樹「……。」
タケ「変なことを考えるな。ゴーストどもに、俺たちの舞台を邪魔させるな。
　　　　今日、あの通路で何かに道を譲ったなら、明日は譲るな。
　　　　ここが、誰の場所か、ハッキリさせてやれ。」
直樹「…はい。この劇場は、タケさんたちの場所です。」
タケ「そうだ。さあ、バミリはこれで終わりだ。
　　　　そろそろ大道具を揚げ始めるぞ。」

暗転

◯仕込み前２
場面：某劇場の舞台上、今は仕込み前
登場人物：
アオイ：　20　代半ばの女性。オカルト好きの制作助手。
ケンジ：　30　代。大道具屋。

アオイとケンジは舞台に座っている。
ケンジ「またそんなもの見てるのか。」
アオイ「だって、興味深いじゃないですか。
　　　　このビルの資料。」
ケンジ「興味深いねぇ。お前は本当に歴史が好きだな。」
アオイ「ほら、ここ。建設中の記録写真。
　　　　当時は東洋一の高さって言われてたんでしょ？　
　　　　でも、ただのビルじゃない。
　　　　元は巣鴨拘置所。戦犯が処刑された場所。」
ケンジ「だから何だ。もう何十年も前の話だ。
　　　　立派なオフィスビルと商業施設に生まれ変わった。」
アオイ「このビル、建てた人たちは、何かを感じていたと思うんです。
　　　　これだけ巨大なものを、負の歴史の上に築くって、
　　　　並大抵の覚悟じゃない。
ケンジ「それは、設計士や建築家が決めることだ。」
アオイ「聞いた話なんですけど。建設が始まってしばらくして、
　　　　作業員の間で妙な事故が続いたって。
　　　　ただの労災じゃ片付けられないような。」
ケンジ「都市伝説だ。超高層ビルの建設現場なんて、
　　　　常に危険と隣り合わせだろ。
アオイ「ある作業員が、真夜中に誰もいないはずの地下で軍服のような影を見　　　　　たって訴えて、翌日、鉄骨から落ちて大怪我をしたとか。…それから、　　　　このビルの一番高い場所、屋上庭園を造る時に、
　　　　ベテランの職人さんが言ったらしいんです。
ケンジ「何をだ。」
アオイ「魂の逃げ道が必要だって。」
ケンジ「魂の…」？　
アオイ「そう。この建物は、あまりにも多くの「重い気」を閉じ込めてしまっ　　　　　た。だから、その圧を逃がすために、あえて空に開かれた空間、つまり　　　　あの屋上庭園を設けたんだって。
　　　　…そうしないと、建物自体が怨念に押し潰されてしまう、って。」
ケンジ「馬鹿げてる。そんな非科学的な話。」
アオイ「でも。今さっきの休憩室、なんでこんな高い場所にあるのに、
　　　　窓が小さくて、いつも薄暗いんでしょう。
　　　　ビルの設計図には、ここがかつての場所の、
　　　　ちょうど核心に当たると書かれていたって。」
ケンジ「知らない。設計士に聞け。」
アオイ「ねえ。このビルは、「ゴーストたちの逃げ道」を造ることで、ようやく　　　　現代に立ち直ったのかもしれない。そして、私たちが今、舞台の仕込み　　　　をしているのは、ただの建物じゃなくて、過去と現代が折り重なった、　　　　巨大な魂のモニュメントなのかも。」

（アオイはにっこり笑う。ケンジは何も言えず、ゴーストの気配に怯えるように、舞台から立ち上がリ、外に出る。アオイもしばらくして、退場する。）


◯バラシ

場面：某劇場
登場人物：
直樹：　20　代。舞台美術のスタッフ。現実的だが少し怖がり。
タケ：　40　代。劇場のベテラン裏方。長年の経験から「慣れ」ている。

（深夜２時。公演は終わり、舞台のバラシ（撤去作業）がほぼ完了した静寂な時間。舞台袖裏の暗がりで、直樹とタケが最後の道具を片付けている。）

直樹「ふう、やっと終わりましたね。
　　　タケさん、この大道具、どこに運ぶんでしたっけ？」　
タケ「それはそのまま奥の保管庫だ。おい、静かにやれ。
　　　こんな時間に大きな音を立てると、劇場が怒るぞ。」
直樹「劇場が怒るって。冗談でしょう？」　
タケ「冗談じゃねえよ。この劇場は…というか、このビル全体が、気難しい老人　　　みたいなもんだ。気に入らないことがあると、すぐに「イタズラ」　して　　　くる。」
直樹「イタズラ、ですか？」　
タケ「ああ。照明が突然落ちる、ワイヤレスマイクがハウリングする、楽屋の鏡　　　に誰の顔でもないものが映る、とか。全部、この土地のお土産だ。」
直樹「…やっぱり、そういう話、あるんですね。ここ、元は巣鴨プリズンだった　　　んですよね。」
タケ「プリズンだけじゃない。処刑場もあった。その真上に、こんなキラキラし　　　た劇場や水族館を建てるってんだから、そりゃあご挨拶くらいはある　　　　　さ。」

直樹「最近、聞いた話なんですけど。この劇場の舞台の床下に、触れちゃいけな　　　い木材があるって。」
タケ「お前、どこまで聞いた？」　
直樹「あの…ビルを建てる時、土地の神主さんがせめて魂を鎮めるためにって　　　　言って、拘置所の廃材の中から一本だけ、処刑台に使われていた木材を抜　　　き出して、わざと劇場の床下に封印したとか。」
タケ「…それは、都市伝説だ。だが、この劇場の舞台に立つ役者は、必ず本番前　　　に床に一礼する。どんな大御所でもだ。
　　　それは、立つことを許していただくためだと聞いている。」
直樹「許し、ですか。」
タケ「ああ。この劇場、ときどき不思議な拍手が聞こえるって話がある。
　　満員御礼の時じゃない。誰もいない、バラシの最中に。」
直樹「いまは…何も聞こえませんけど。」
タケ「聞こえるよ。（舞台上、客席に誰もいない空間を指さす）
　　あれはな、サンシャインが建つ前、この場所で「最期」を迎えた人たちが、　　新しい劇場の誕生を、どうにかして祝福しているんだと。」
直樹「祝福…？」
タケ「彼らは、自分たちがいた場所が、今、人を楽しませる空間になったこと　　　　に、拍手を送っているんだ。寂しさや恨みだけじゃなくて、
　　希望もゴーストになるんだよ。」
直樹「…そう、かもしれませんね。じゃあ、今夜も無事に舞台が終わったこと　　　　に、一番の拍手を送っているのは、この劇場のゴーストたち、ということ　　　ですか。」
タケ「（笑う）さあな。だが、もしそうなら、俺たちは彼らが送ってくれる　　　　見えない喝采のために、完璧にやらないとな。」
直樹「はい！　頑張ります！」
　
（直樹は道具を抱え、保管庫へ向かう。タケは一人、空っぽになった客席へ深く一礼する。その一瞬、客席の方から微かな、しかし温かいパチ、パチという拍手の音が聞こえたような気がする。）
暗転

◯心霊写真


（紀子、スマホを構えながら）
 紀子「えーっと……ここが噂の「池袋ふくろう劇場あと」……。
 　　　戦後に焼けて、そのまま廃館になったっていうけど……。」

 （シャッター音）「カシャッ。」

「……あっ、出た！　 ……いや、ただの光の反射か。」

（もう一枚撮る）　　 「カシャッ！」

紀子　「うわっ……い、今の……！」　

（テルが登場）
テル「 ……ライトを、もっと。 あの頃のように。
 　　舞台の真ん中に、立たせて。」
紀子「（震えながら） う、うそ……動いてる……！　
 　　　これ、撮れてる！　本物だぁぁぁぁ！　

（紀子、バッグを落とし、逃げ出す。ドアがバタンと閉まる音）

（守男が暗がりから現れ、テルに近づく）
守男「 ……またやったんですか。
 　　　驚かせて、どうするんです。」
テル「だって……我慢できなかったのよ。
 　　　光が当たった瞬間、体の奥が熱くなるの。」
 　　あの頃みたいに……お客さんが、私を見てくれた。」
守男「やっぱり女優だったのですね。
　　　でも、それじゃあ——
 　　　この劇場から、出られないままですよ。
　　 　見られる〟ことに縛られて、ずっと。
テル「……あなたは優しいのね。
 　　けど、あなたもまだ、ここにいる。
 　　私と同じ——忘れられない人がいるから。

（ふくろうの声「ホウ、ホウ」と重なり、 守男は顔を伏せる）
守男「 でも時々、夢を見る。
 　　炎の中で、誰かが——俺の名を呼んでた気がする。
テル「 それがあなたを繋ぎとめてる声よ。
 　　まだ終わってないの。
 　　この劇場が、あの日のままなのは……その声を、
 　　聞くためじゃないかしら。」
（舞台の奥から、音が微かに鳴る）
守男「 ……誰か、来る。」

（ふくろうの声が鳴き）

（野間らが登場）

◯劇場再建
野間宗一郎は妻テルにかけた莫大な生命保険で、会社は順調にのびた。若い秘書と婚約して、宗一郎はテルの供養もかねて焼死したフクロウ劇場の再建を考える。地元の建設会社の池工の社長と劇場に来て打合せをしている。
秘書も同行している。

宗一郎「それにしても、池工さん。フクロウ劇場が焼けたこの土地も、
　　　　すっかり様変わりしたな。あの賑わいをもう一度、取り戻したい」
池工　「お気持ち、お察しします。そもそもこの辺りは...。
　　　　池袋という地名も、不思議なものですな」

宗一郎「ああ。池袋、か。地名には何か謂れがあるんだろう？」
池工　「はい。実は、もともとここは西巣鴨だったのですが、
　　　　　東池袋に変わりました。
　　　　そして、池袋という名を古書で調べますと、
　　　　北条早雲時代にすでに出ていて...」
池工　「...沼地が多く、池が袋のように窪んだ地形をしていたので、
　　　池袋と呼ばれるようになったそうです」
宗一郎「へえ、池が袋のように。水が溜まりやすい、そんな土地だったのか。
　　　くわしいね」
池工　「はい。地名の研究をしています」
宗一郎「他に面白い話はあるかい？」
池工　「はい。我が社がある上池袋です。本当は北池袋町になる予定が
　　　　地元の反対で、上池袋に。
　　　　だから南池袋はあっても北池袋はないのです」
宗一郎「なるほどね...面白い。池袋という名には、そんな歴史と、
　　　　思惑が詰まっているのか。
　　　　焼けたフクロウ劇場も、この土地と同じで、
　　　　何度も姿を変えてきたんだろうな」

（宗一郎は、手に持っていた図面を静かに見つめる。表情には、再建への意気込みと、どこか深い憂いが混じる）

池工　「.野間様。劇場再建となると、やはり資金繰りも並大抵のことでは
　　　ないと存じます。まして、前回の火災事故の後です」
宗一郎「分かっているさ。世間の風当たりもな。
　　　　だが、やるんだ。これは、俺の贖罪だ...」
宗一郎「劇場名のふくろうは古いなあ。」
秘書　「それじゃ、ふくろうを英語にしたらどうですか」
（宗一郎は英語の辞書をスマフォでぐぐる。）
宗一郎「あうるか」。
秘書　「あうるシアター。おしゃれですね」
宗一郎　「そうしよう」

◯元ふくろう劇場で稽古
【登場人物】
喜久雄（きくお）：任侠の家から歌舞伎の世界に入った才能あふれる若手。
俊介（しゅんすけ）：歌舞伎の名門・花井家の御曹司で喜久雄のライバル。
半二郎（はんじろう）：喜久雄と俊介の師匠。上方歌舞伎の看板役者であり、俊介の父。厳格だが情に厚い。
【場面】
ふくろう劇場の、煤けた舞台。火災の焦げ跡が、まだわずかに残っている。
舞台奥には、かろうじて難を逃れたであろう、焦げていない「梟」の飾りの一部が見える。中央には稽古用の台座と、着物の入った木箱。
喜久雄と俊介が、歌舞伎の稽古着で「関の扉」の立ち回りの稽古を終えたばかり。二人とも肩で息をしている。

喜久雄「（息を切らし、台座の上でポーズを決めたまま）
　　　　…ったく、よくぞまぁ、この劇場は燃えずに残ってくれたもんだ。
　　　　まさか火事の後の稽古場になるとはな。
　　　　酸素が薄い気がするぜ、煤の匂いで。」
俊介「（向かい側で扇子を構え、落ち着いた調子で）
　　　フクロウは縁起がいいんですよ、喜久雄さん。
　　　猛火の難を免れたってのは、きっとこの場所が、俺たちの作品への道筋を　　　見守ってくれてる証拠だ。
　　　この劇場の名を冠するフクロウは、夜の守り神ですから。」
喜久雄「（苦笑し、汗を拭う）フクロウじゃなくて、あんたの運の強さだろ、
　　　俊介。ここの劇場、フクロウ劇場って名前なだけで、本当のフクロウはい　　　ないだろうに。…ああ、それにしても。この煤の色、まるで舞台の黒衣　　　（くろご）の色みたいで、なんだか落ち着かない。」
俊介「（稽古の姿勢を解かず、遠くを見るように）
　　見えないものが見守っている。それがこの池袋の常（つね）でしょう？　
　　…師匠が、我々にこの場所を選ばれたのも、きっと意味がある。この焼け跡　　で稽古すると、かえって身が引き締まる。命をかけて立つ舞台、命を懸けて　　演じる役。歌舞伎の厳しさを、火災の跡が教えてくれるようだ。」

半二郎「（舞台袖の暗がりから、突然、厳しい声が響く。声は張っていないが、　　場が一気に凍りつく）戯（ざ）れ言（ごと）は、その辺にしておけ。

（喜久雄と俊介、ハッとして声のする方向を見る。師匠・花井半二郎が、浴衣姿で立っている。二人は慌てて姿勢を正す）

半二郎「舞台の焦げ跡が歌舞伎の厳しさを教えてくれるだと？　 どの口が言う。　　　　貴様らが立つのは、焼けた舞台ではない。貴様らが映画で立つのは、　　　　『歌舞伎』という名を背負った、白木の真新しい、最高の檜舞台だ。この　　　　煤（すす）が、貴様らの目の奥の甘さを映しているだけだ。
俊介「（深く頭を下げる）申し訳ありません、師匠。」
喜久雄「…仰る通りです。」
半二郎「（舞台に上がり、煤を履き物で払う）喜久雄。先ほどの「関の扉」、関　　　　兵衛（せきべえ）としての迫力は出た。任侠の倅（せがれ）らしい、血　　　　の匂いがな。だが、貴様は女形の才能で役を掴んだ。その血気に溺れて　　　　はならん。殺気の中に、優雅さを隠せ。最後の見得、右の肩が落ちてい　　　　たぞ。刀を納めるその瞬間に、色気が消えてどうする。
喜久雄「（反射的に肩に手をやる）……はい。」
半二郎「俊介。貴様の品格は、生まれついてのものだ。それは強み。だが、美し　　　　さに酔うな。女方を支える、その立役（たちやく）としての芯が見え　　　　　ん。喜久雄の血気に負けている。立役は、ただ立っているだけでも、舞　　　　台全体を支える大木でなくてはならん。
俊介「大木…。」
半二郎「二人とも、息が合っていると言うが、それは単なる呼吸の回数が同じな　　　　だけだ。連獅子で、子獅子の不安と、親獅子の情愛を演じきるために　　　　は、血が通い合うような、魂の繋がりが必要だ。」
喜久雄「魂、ですか。」
半二郎「そうだ。この劇場が火災を免れたのは、確かにフクロウの縁起が良いの　　　　かもしれん。だが、それにあやかろうとするな。役者は、自らの力で舞　　　　台を、芸を、難から救うのだ。それが、芸の道に生きる者の覚悟だ。」

（半二郎は木箱から、別の扇子を取り出す。それは煤に汚れていない、白く美しい扇子だ。）
半二郎「休憩は終わりだ。次の稽古は連獅子。
　　　　喜久雄は、子獅子の純粋な不安。
　　　　俊介は、厳しさの中に慈愛を持つ親獅子の、重さを考えろ。」
俊介・喜久雄「（同時に、深々と）承知いたしました！」
　
（二人は、一瞬顔を見合わせ、再び緊張感に満ちた目になる。半二郎が扇子を広げ、次の演目の所作を静かに示す。照明がわずかに強くなる。）

暗転。



◯美空ひばり登場

【舞台暗転】
澄子（耳を澄ませて）「……歌？」
守男（半信半疑で廊下を覗き込む）「風じゃない……歌だ」
テル（小声で）「……まさか」
【舞台奥から光の輪郭が浮かび上がる。小柄な影が歩いてくる。
やがて、着物姿の美空ひばりが姿を現す】

ひばり（迷子のように）「ここは……どこ？」
澄子　「あ！　ひばりさん……ここは劇場。私たちが住みついてしまった場所。　　　　あなたも……道に迷って来てしまったのね」
ひばり「声が……どこかへ行ってしまったの。舞台も、観客も、もういない。
　　　　歌う場所を探して歩いていたら……気づいたら、ここに……」
守男　「ここは、行き場を失った魂が集まるところなのかもしれないな」

ひばり「歌っても、いいかしら……？　ここでなら、誰かに届くかもしれない」

【ひばりの歌声が静かに響き始める。やがて歌が終わる】

ひばり「私ね……生きていた頃、いつも『日本の歌姫』だなんて言われて、
　　　舞台から降りても、ずっと期待を背負わされて……
　　　息をするのも苦しいときがあったの」
【澄子がうなずく】
ひばり（続けて）「でもね、心のどこかで思っていたの。
　　　ほんとうは、普通の女の人みたいに暮らしたかったって。
　　　小さな台所で煮物をつくって、『おいしい？』なんて家族に聞く。
　　　洗濯物を干して、夜にテレビを見て笑う……
　　　そんな当たり前のことが、私にはずっと遠い夢だったのよ」
【テル、そっと胸に手をあてる】
ひばり「もちろん歌は私のすべてだったわ。だけど、病気になってからは、
　　　　なおさら思ったの。もし声が出なくなったら……
　　　　私は何者として生きていけるんだろうって。
　　　　だからね、本当は……最後まで歌うよりも、一度でいいから、
　　　　誰にも知られない普通の暮らしをしてみたかった」

守男　「……ひばりさんが、そんなことを思っていたなんて」
ひばり「夢のままで終わってしまったけどね。でも……ここに来て、
　　　　あなたたちに話せただけで、少し楽になった気がするの」
【ひばりの姿がゆっくり消えていく】
【暗転】



◯藤中松雄一等兵
場所： 舞台袖。古く雑然とした空間。
時間： 深夜。舞台の仕込みが全て終わり、静まり返っている。
登場人物：
タツヤ（　30　代後半）：舞台スタッフ。疲労困憊し、酒に酔って眠り込んでいる。
松雄（ゴースト）：藤中松雄一等兵の霊。　20代後半。軍服姿だが、影のようにぼやけている。（上は白いワイシャツでも？）

松雄「……高くなったな。建物が、ずいぶん増えた。
　　　わしらがいた場所は…どこへ行った。土の中に、消えたか。
タツヤ「（寝言）うう…あと、一本……ビール……。」
松雄「（舞台袖の麻縄を見つめ、静かに）あの綱は……芝居で使うものかい。
　　　わしが最後に見た綱も……ああ、あれも、太い麻縄じゃった。

（松雄はタツヤの近くに立ち、深いため息をつく。その冷気に、タツヤが身震いし、目を覚ます）

タツヤ「（目を見開く。松雄の姿ははっきりと見えず、影のようだ）
　　「……誰だ、あんた。」
松雄「ああ、起こしてしもうたか。わしは、藤中松雄という。」
タツヤ「藤中…松雄？
　　 （周囲を見回す）あんた、誰だい？。ここは楽屋だ。
松雄「わしはもう、人間ではない。
　　　ここは、かつては巣鴨だった。
　　　わしら、異国の法で裁かれた者たちの……最後の宿場じゃ。」
タツヤ「巣鴨……ああ、プリズンか。」
（酒が回り、夢と現実の境が曖昧になっている）
タツヤ「あんた、そこの死刑囚だったのか？」　
松雄「……さよう。」
タツヤ「（麻縄に目をやり）…絞首刑…だったのか。
　　　あんたは、A級戦犯なのか？　東條とかいう人たちと一緒で。」
松雄「（首を横に振る）わしは、大した者ではない。ただの一等兵じゃ。
　　　BC級、というやつじゃった。」
タツヤ「（立ち上がり、少しよろめく）
　　…BC級って、捕虜を虐待したとか、そういう…？」　
松雄「（目を閉じ、苦しげに）
　　　……1945年４月、石垣島じゃ。米軍の搭乗員、捕虜になった３人を……
　　　わしらは、殺めた。
　　　連日の空襲で仲間を失い、憎しみに目がくらんだ。
　　　上官の命令、復讐の念……。
　　　後に、それが戦争犯罪と、ただ一つの殺人罪として、裁かれた。」
タツヤ「（飲みかけのワンカップを強く握りしめる）
　　　　……なぜ、だ。なぜ、絞首刑なんだ。戦争なんだろ。」
松雄「それが……彼らの出した答えじゃった。
　　　わしは、捕虜を殺めた者。ただそれだけで、わしらの行いは、
　　　彼らの法においては、人道に反する、許されざる罪じゃった。
　　　戦争という名の狂気の中で行った、たった一つの行為が、
　　　わしの、そして仲間７人の命綱を断ち切った。」
松雄「（手を胸に当てて）
　　　わしが怖いのは、自分の人生の全てを「罪」と断じられることじゃった。
　　　…妻や幼子へ、「人殺し」の父として、何もしてやれぬことじゃった。
タツヤ「（酒瓶をテーブルに置き、頭を抱える）……地獄だな。」
松雄　「わしは、幼い息子たちへ遺書を書いた。戦争絶対反対と。
　　　　わしのような、どうしようもない者は、もう二度と出してはいかん。」
松雄　「ここは、そういう土地じゃ。」
（松雄は暗闇に完全に消える。）
タツヤ「（しばらく動かない。やがて、我に返るように周囲を見回す）
……うぅ、クソ寒い。（麻縄を見つめる）
…藤中松雄…BC級戦犯…絞首刑…。」

（タツヤは深く息を吐き、椅子を蹴倒す。
ワンカップを拾い上げ、楽屋から出る。）
【暗転】


◯蘇る記憶、テルの場合

場所：ふくろ劇場、その舞台上

（暗転から、スポットライトが客席へ通じる歪んだ扉を照らす。扉が軋む音とともに、懐中電灯を持った宗一郎と、その妻（30代）が入ってくる。
宗一郎は真剣な眼差しで劇場を見回している。幽霊たちは、舞台の隅に集まり、侵入者に警戒している。）

宗一郎「（妻に、静かに）ここだ。わたしが買収した、この土地。
　　　　これが、わたしの最初で最後の劇場だ。
妻　　「（顔をしかめて、空気を払うように手を振る）
　　　まあ、ひどい廃墟ね。……
　　　本当にここで、新しい劇場を再建するの？縁起が悪いわ。」
宗一郎「いいや、これは供養だ。
　　　　この場所で、わたしの人生の半分は終わった。
　　　　だから、ここで新しく始める。
　　　　それに、ここなら彼女も、きっと……。」

（舞台の隅にいるテルは、宗一郎の顔を見た途端、全身を激しく震わせる。他の幽霊たちが驚いて彼女を見るが、テルの目は、まっすぐ宗一郎に釘付けになっている。）
テル　「……宗、いちろう……」
守男　「どうしました！」　
テル　「（宗一郎へ向かっていく。幽霊であるため、
　　　　宗一郎たちには見えない。）
　　　　ああ、あなた……！　 私の、夫……！　
（テルは、宗一郎の目の前で立ち尽くす。記憶の蓋が、一気に開く音を立てる。）
テル　「（号泣しながら、しかし、しっかりとした声で）
　　　　宗一郎……！　 わたしの名前は、テルテルよ！　
　　　　わたしはあなたと結婚して、ここで……ここで最後の舞台を踏んだ！　
　　　　あなたが、あの劇場を・・誰に？　放火させたの？　……！　
（ハッと、自身の過去の記憶の核心に触れ、口を覆う）
宗一郎「……テル。君の最高の俳優だった。
　　　　今でも、君の名セリフを覚えているよ。」
妻　「（不快そうに）昔の奥様の思い出話は、もう結構でしょう？　
　　　 さあ、帰りましょう。」
テル「届いて！　 宗一郎！　
　　　わたしも、あなたを忘れてなんかいなかった！　
　　　一度愛した顔は忘れない！　
　　　しかも何度も、何度も抱かれたのよ……！　
（彼女の記憶が完全に蘇り、その瞳に感情の炎が宿る）
（宗一郎が、懐中電灯を舞台の隅の暗がりに向ける。）

守男「（澄子に、驚きと恐怖で）なんだ？　
　　　あの男が……宗一郎が、彼女の記憶の鍵だったのか！」　
澄子「愛と裏切り……。」
守男「あの男の過去を、暴くんだ！」　
（テルは、宗一郎の背中に、憎しみを込めて手を伸ばす。
　しかし、触れることはできない。）
テル「（絶叫にも似た声で）ああ、宗一郎！　 あなた！」　
（彼女は、全身の力を使い果たしたかのように、再び光を失い、ぼんやりとした幽霊の姿に戻っていく。しかし、記憶は戻った。）
宗一郎「（懐中電灯を消し、静かに妻の手を取る）
　　　　さあ、帰るよ。この劇場は、必ず甦らせる。
（宗一郎と妻は、扉から出ていく。扉が閉まると、再び劇場は闇と静寂に包まれる。）
テル　「（記憶を取り戻した目で、しかし、悲しいほど静かに）
　　　　宗一郎……あなたが私を殺した。」


◯エンディング

場所：ふくろう劇場

サキ　「（懐中電灯を手に） ……この劇場、まだ残ってたんだ。」

 （周囲を見回す）
　　　「 あの日のことは……いまでも夢に見る。」

遅れてイタコ（幸枝）が登場

サキ、イタコの幸枝、幽霊の澄子と久保と守男がいる。

イタコ「サキさん、この劇場を舞台にドラマを作ろうとしているのね」

サキ　「はい。ここで死んだ父母の供養にね」
（二人の会話を見ている幽霊の澄子と久保。ふたりは記憶喪失である。）

久保　「あの子は誰だろうね？」
澄子　「なにか会ったことがあるような顔している。私の祖母に似ている」
久保　「え？　記憶があるんですか？」
澄子　「そう思い出したの。不思議ね」
イタコ「ご依頼のここに彷徨う霊にお父さんとお母さんがいるか、尋ねてみましょう」

サキ　「ハイお願いします」
（イタコは目をつぶり、交信を始めた）

イタコ「（小声で） ここが……あの巣鴨プリズンの跡地。
 戦犯たちが絞首刑になったのは、このあたり――今のサンシャインビルの下。」

イタコ「（目を閉じて） まだ、誰かがここにいる……
 　　　　呼んでる。とても静かに。だけど深く。」

（ゆらりと、軍服姿の男の影が浮かぶ）

東條英機の亡霊「 ……ここで、わたしは死んだ。
 　　　昭和二十三年の冬の夜だった。
 　　　白い布で覆われた天井を見上げたまま、
 　　　息が途絶えるのを他人のように感じていた。
　　　（間）
　　　ぼくが戦争を主導した？　
 　　　違う。戦争は、狂気のような時代の波が押し寄せただけだ。
 　　　誰も、アメリカに勝てるなどと思っていなかった。
 　　　だが、日本人は「空気」に弱い。
 　　　ムードが正義になると、止まらなくなる。」

（イタコと通してサキに伝わる。）

サキ　「 ……あなたは、自分の罪を否定するの？　

東條の亡霊　「 否定ではない。 人は、流れの中で役を演じる。
 　　　ぼくは、その中で最も重い役を与えられただけだ。
 　　　死んで七十年たっても、まだこの土地に縛られている。

イタコ「（そっと祈るように） 劇場が呼んだのね……あなたを。
 　　　ここに集まる亡霊たちは、まだ誰かに聞いてほしいんだわ。」

（東條の姿が薄れていく）

東條の亡霊「（遠くから） ……この土地を、忘れないでくれ。
 　　　　笑いと光の下に、いくつもの影が眠っている。

（照明、暗転）

（イタコは目をつぶり、再び交信を始めた）

（鳥の学者の亡霊が現れる。）

波江元吉「 ……ところで、君たちは知っているかね？　
 　　　　　なぜ池袋は、みみずくじゃなくふくろうの街と呼ばれるよう　　　　　　　　　になったのか。

波江元吉「昔、このあたりには池がいくつもあった。
 　　　　　水辺にはね、夜になると、ふくろうがよく集まったんだ。
 　　　　　みみずくよりも、ふくろうの方が多かった。
 　　　　　それに――みみずくは「ほう、ほう」と鳴かぬ。
 　　　　　静かで、あまり声を出さない鳥なのじゃ。
　　　　（微笑むように）
　　　　　だから人々は、夜の森から聞こえる声をふくろうと呼んだ。
 　　　　ほんとうは、みみずくも混じっていたのにね。
 　　　　いつしか、池袋はふくろうの街として名を広めた。
 　　　　名というのは不思議なものだ。
 　　　　間違いでも、長く呼ばれれば、それが真実になる。


サキ　　「 ……記憶も、同じかもしれない。
 　　　　何度も語られたものだけが、真実として残る。」

波江元吉「 そう。 だから劇場が必要なのだよ。
 　　　　　人が消えても、物語が残れば、魂は風の中で息をしている。」
　　　　　 ふくろうでも、みみずくでもいい。
 　　　　　語り続ける者に、夜は味方する。

（波江元吉の姿が薄れていく）

イタコ「 ……この劇場も、きっと夜の味方ね。」

（照明、ゆっくりと暗転）

イタコは久保と澄子を見つける。

イタコ「（久保と澄子に向かって）サキという 若い女性が来ています。
 　　　彼女は、作品を完成させるためにここにいる——そう言っています。

澄子　「 （サキを見つめ、小声で） ……あの娘、もしかして……。」
久保　「 （澄子に目を向けて） まさか……。
イタコがサキに言う。 「ご夫婦の気配がします」

サキ　「 （息を呑む） ……お父さんと、お母さん……？」　
イタコ「 お二人は、何か大きなことを忘れているようです。
 　　　　それが思い出せず、あちらへ行けない……。

澄子　「 （思わず前へ） 忘れてるって……何を！？」　
イタコ「 サキさんはお二人の、あなたの子供です。
 　　　　 生前、大切にしていたもの——それが鍵になるはずです。」

（イタコの口伝えを聞いたサキは涙ぐむ）
 久保　「……心残り？。（台本の束を見つめる）」

（暗闇の中から守男が現れる）

守男　「 どうしましたか？」　
久保　「 イタコが交信しているんだよ。」
守男　「 （少し戸惑い） イタコが？　それはテルさんに知らせないと……。」
（イタコが目を開き、守男の方を見る）

イタコ「 ——もう知らせる必要はないよ。テルさんは、成仏したからね。」
守男　「 ……えっ、テルさんが……？」　
澄子　「 テルさんって、誰だったの？」　
イタコ「 この劇場が燃えた夜、主演を務めていた女優さん。
 　　　死んでもなお、その公演の舞台をやめなかった。
　　　 ——あなたたちと同じように。」

久保「 （澄子を見つめ） 澄子……あなたも……？　
澄子「 （困惑して） わからない……でも、何か……思い出しそうなの。」

（澄子はサキの手の中の台本を見つめる）
 澄子「ねえ、その紙の束は？」

サキ「 これは……あの火事が起こり初日の公演が終わらなかった舞台劇。
　　　父母が書いた舞台の台本です。 『池袋ゴースト』。」

イタコ「 （うなずいて） それだ。それが記憶を呼び覚ます。」
サキ　「 子どものころ、この劇場で火事に遭いました。
 　　　　母は舞台裏にいて……私は消防士に助けられた。」

久保　「 ああ……そうだ。
 　　　　あの夜、消防士が少女を抱えて炎の中から出てきた。
 　　　　だが——彼は帰らなかった。私も見届けて記憶を失った。」

（間。ふくろうの声が静かに響く）

イタコがサキに言う。
 　　　「守男さんが、来ていますよ。」
サキ　「 （小さく） 守男……。命の恩人です。新聞で見ました。」
久保　「え？　守男さんあなたが娘を？」
守男　「あ〜あのとき煙中から抱きかかえた娘さん？」
イタコ「そうです。」
澄子　「守男さん！ありがとう。」
守男　「いえ。でもあの子がどうなったか気になって」
久保　「 サキ……お前は、私の娘だ。
 　　　　そして——澄子、君は……私の妻だ。」
澄子　「 （涙を流しながら） ……はい。わたしの、娘です。」
イタコ「 サキさん。ご両親が、あなたを見ていますよ。」
サキ「 ……ありがとう。ずっと、ここにいてくれたんですね。」

 澄子「……もう、行きましょう。」

（光の中で三人が手を取り合い、静かに消える）

サキ「 ……お母さん、お父さん、もう一度会いたかった。
 この劇場で、この台本を上演するからね。」

（遠くで「ホウ、ホウ……」と鳴く声）
（暗転）
——終——
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